2016年度 特定非営利活動法人リアライズ総会議案
日時：2016年5月25日（水）19：00～21：00　　　

場所：ＮＰＯリアライズ事務所
参加者： 
欠席者：　　　　　　　　　　　　　　　　

1） 議長選出

２）2015年度事業報告・決算見込報告

３）2016年度事業計画(案)・予算(案)
４）役員変更について

５）その他の議案

　　
　　
　　

６）議事録署名人選出
2015年度ＮＰＯ法人リアライズ事業報告書
2015年4月1日～2016年3月31日
特定非営利活動法人リアライズ
Ⅰ．2015年度活動総括
2015年度は、相談支援部門、エンパワメント部門の人員配置を強化し、また自立支援に特化した事業運営を行ったことで、施設入所者を含めた新たな障害者とのつながりを得ることができたとともに、自立生活を目指してきた当事者の自立支援にも力を注ぐことができた。
設立8年目の現在、自立障害者が7名（スタッフ4名含む）、自立体験を行っている障害者が2名、来年度4月以降には、前述の他に2名が自立生活へ移行する予定となっている。
また、泉大津市内の相談支援事業所のネットワークとして、「泉大津市相談支援・権利擁護ネットワーク」の設立に関わり、4回の研修会を開催し、相談支援における権利擁護の視点の重要性を共有しつつある。
また、運動としては、体調を崩し入院する重度障害者が相次ぎ、リアライズとしてモデル的に事業所の持ち出しを行い、入院時の体制の検討を行ってきた。それと、あわせて泉大津市に対して、市内の障害者団体と連名で、入院時コミュニケーション支援事業の創設も求めてきた。しかしながら、重度訪問介護の入院時の利用について国の動向を踏まえて検討するという回答がなされ、現在は中断しているところである。
しかし、国が示した内容以外の支援や、対象から外れる障害者の入院時の支援について、入院時コミュニケーション支援の実施を引き続き求めていく必要がある。
また、2015年度の特色がある取り組みとして、生活介護が中心となって行った「泉大津TRY」があげられる。泉大津TRYでは、170を超える協力店舗と繋がることができ、差別解消、合理的配慮の提供に向けた取り組みの推進を図ることができたとともに、リアライズの活動を地域住民に知ってもらうことができた。
運営面においては、介助派遣部門における事務分担の整理、介助者不足の問題、特定事業所加算Ⅰにおける常勤比率を確保しつつ登録介助者の募集の調整の難しさなど、主に介助派遣部門においての人員等の調整を行ってきたが、次年度も引き続き検討していく必要がある。
最後に、財政面においては、障害者の入院による事業収入の減少、余剰金の確保、生活介護のスペースの課題など、今後のビジョンに対応できるような予算立てをすることが課題として出て来たため予算を補正し、一時金の減額もおこなうことになった。
2015年度において直面した課題を整理し、今後の中長期の事業計画を立てる必要性を感じることができ、次のステップにむけての第一歩の一年となった。
Ⅱ．システムアドボカシー活動報告
1.  大阪府障害者差別解消条例制定に向けた取り組み
2年前に行われた「泉州TRY2013」の取り組みにて、大阪府・大阪市・堺市と泉州地域の8市4町の自治体に対し、大阪府障害者差別禁止条例(仮称)の制定に向けて各自治体で働き掛けを行うように要望書を提出した。2015年6月末締めで15府市町のうち8市町(高石市、和泉市、泉大津市、泉北郡忠岡町、泉南郡熊取町、泉南市、阪南市、泉南郡田尻町)から、制定に向けての働きかけを行うとの回答を得ることができた。
障大連、泉障連と連携し、2016年4月より施行される大阪府障害者差別解消条例についての現状の共有、各種の運動への協働を図っていく。
2.  泉大津市における移動支援ガイドライン制限問題に向けた取り組みについて
泉大津市が移動支援事業の利用について2013年7月付けでQ&Aを作成し、多くの制限を課せた問題について、「泉大津市移動支援事業におけるあり方検討会」を立ち上げ、市との協議を行ってきた。その結果、多くの制限が改善されたが、居酒屋、ギャンブルの利用制限、旅行中の宿泊施設内、入所施設を起点終点とする利用制限について積み残し課題とされてきた。
市との協議の中で、「利用制限については府内の自治体の割合が影響する」という旨の発言があったため、大阪府が取りまとめた府内の移動支援事業の実施状況を活用した協議を再開すべく、2014年9月に改めてあり方検討会の開催を図り、2014年10月より泉大津市との協議を再開し、2015年2月に回答案が示された。
その結果、ギャンブル以外については、利用できるよう2015年4月1日付で改定されることとなった。
今後、どのように他市についての働きかけを行っていくか、泉障連と協働しつつ、リアライズとしての役割を検討していく。
3.  泉大津市における非定型申請拒否、支給決定上限問題
2011年10月、泉大津市は、障害者総合支援法(当時、障害者自立支援法)における支給決定において非定型の申請を一切受け付けないという決定を行った。それに伴い、重度訪問介護支給決定時間数に一律に291時間という上限が設けられてしまうことになった。
障大連としては、2012年のオールラウンド交渉にはじまり、府として泉大津市へ働きかけを行うよう要求してきた結果、2014年4月、非定型申請は受け付けられるようになったが、支給決定時間は変更されることはなかった。
そんな中、厚労省より、2014年7月8日付けで「訪問系サービスの適切な運用について」の通知が出され、結果、重度包括支援対象者の支給決定基準が引き上げられ、9月より350時間となり、再度非定型申請し、当時の現段階で必要な時間をクリアすることとなった。
その後、取り組みが進み、2015年1月に3週間の体験に必要な支給決定の申請を行ったが、審査会の理解が得られず、障害福祉課から時間数の増加は認められないという回答があった。現在は、当該当事者の体調不良による入院等で、取り組みが中断している。
一方、厚労省より2015年2月13日付けで出された「平成27年度障害福祉サービス等報酬改定の概要」にて、重度障害者の利用実態を考慮した国庫負担基準の見直しがあり、結果見直しの対象となる泉大津市においては、障害支援区分6の重度訪問包括支援対象者の支給決定時間が上限364時間にまで引き上げられた。
今後も引き続き、必要な時間数の支給決定を求め、市と協議を進めていく。
4.  泉大津市での審査会の問題
この間、泉大津市において、区分認定や非定型の支給決定の際、本人、相談支援、家族、サービス提供事業所などが長期にわたって取り組んできた知的障害のある人の地域での自立生活にむけて、介助時間が不足するため非定型の申請をしたところ、審査員から「本人の意志かどうかがわからない」という理由等で、時間数の増加が認められなかった件があった。
このことについては、オールラウンド交渉でも取り上げたが、今後、改善に向けて障大連、泉障連と連携しつつ、リアライズとしては審査会で話された内容についての情報収集を行っていく。
5.  泉大津市の入院時コミュニケ―ション支援事業の創設に向けて
泉大津市において、重度障害者が入院した際に介助やコミュニケーションにおける公的な支援が行われるよう「入院時コミュニケ―ション支援」の実施を市に対し求めていくこととなった。要望に際し、地域の障害者団体との連携を図るべく、2015年9月に市への要望内容についての説明会を開催した。そこで、各団体から連携の意思を確認した上で、2015年10月2日付けで泉障連、泉大津市身体障害者福祉会、泉大津障害児者親の会、泉大津手をつなぐ親の会の4団体の連名で要望書を提出した。2015年12月に市が要望書に対する回答を発表、その内容としては現在障害者総合支援法の施行後3年の見直し時期にあたり、重度訪問介護における入院時の利用の可否についての動向を見ながら実施を検討するとのことだった。
6.  泉大津市における移動支援事業従事者の要件の改善について
これまで泉大津市における移動支援事業では、当法人の事業開始当時から重度訪問介護従業者の課程修了者であったとしても移動支援事業に従事できるとして市に確認を取り、事業運営を行ってきた。しかし、同市内の移動支援事業所との情報交換により、一昨年度から資格等の要件が改訂されていたことが判明した。
主な改訂内容として、全身性障害者(児)を除く全ての障害種別において重度訪問介護従業者の課程修了者では従事を認めないといったものであり、重度訪問介護従業者が多くいる当法人にとっては、移動支援事業の運営そのものが難しくなるものだった。また、介護福祉士等も従事を認めないとういものだった。行政から事業者への通達がなかったことから市に対し抗議した。
それに対し市の回答としては、これまで派遣を行ってきた利用者の請求分については支給を認めるとし、今後の運用については検討するとのことであった。
その後の市との協議の結果、2016年2月より視覚障害者(児)を除く全ての障害種別において、重度訪問介護従業者の課程修了者及び介護福祉士等についても従事が認められることとなった。ただし、重度訪問介護従業者の課程修了者の知的障害者(児)と精神障害者(児)への従事については、適切な支援を実施することができると事業者が認める者に限るとされている。
7.  南海電鉄駅無人化問題
2013年3月より、障大連、泉障連、南部障害者解放センター等と連携して行ってきた南海電鉄の駅員無配置化の問題に対する取り組みついては、当初より南海電鉄当局との協議、および、障害者が中心となって実施した「泉州TRY2013」に引き続く取り組みとして、地元住民からも無配置化反対の声があがっている「南海電鉄松之浜駅」を、無配置化解消の方法を模索するモデル的取り組として、リアライズが中心となってすすめる準備を行っている。
現在は、無配置化の問題点や、これまでの取り組み等をとりまとめた市民への説明資料を作成している段階である。
8. 和泉中央駅―桃山学院大学間の歩道橋エレベーター設置に向けて
泉北高速鉄道和泉中央駅と桃山学院大学との間にある歩道橋の階段昇降機が、老朽化による故障を繰り返しており、また使用についてもカードキーの発行が必要となるなど利便性が悪い。
2014年度に同大学に入学した、車いす使用の学生より、市に対してエレベーター設置の要望をしたいとリアライズに相談があった。リアライズとしては、本人のエンパワメントを含め相談支援を継続しつつ、泉障連へも地域の課題として連携を依頼。泉障連交通部会としても取り組んでいくこととなった。
具体的な動きとして、2014年6月、本人が市に対してエレベーター設置の要望書を提出したところ、市長名で設置する方向性で検討するとの回答があった。
しかし、市による現地調査の結果、設置については立地上難しいとの見解が示されたが、市としてもエレベーターの必要性を理解しているため、設計コンサルタント会社を入れた上で改めて検討を進めることとなった。
その後、市、コンサルタント会社、障大連、泉障連で現地調査を行った結果、当初予定の設置場所とは違う新たな設置場所で進めていく方向で話がまとまった。
Ⅲ．2015年度事業一覧
１．自立生活センター・リアライズ【相談支援事業部門】
 (1) 泉大津市指定特定相談支援事業［※障害者自立支援法に基づく相談支援事業］
泉大津市指定特定相談支援事業を引き続き実施する。また、泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会に参画し、行政、関係機関、様々な社会資源との連携を図る。
２．自立生活センター・リアライズ【エンパワメント事業部門】
 (1) 権利擁護事業［※権利擁護事業］

①人権セミナー事業
当該年度は休止する。

(2) エンパワメント企画推進事業［※権利擁護事業］
当該年度は休止する。

(3) 自立生活相談事業［※権利擁護事業］

①自立生活相談事業
相談支援事業部門と連携し、自立生活を達成するための相談、セルフプラン作成の支援を実施する。

②ピアカウンセリング事業
個別のピアカウンセリングを必要に応じて実施し、障害者のエンパワメントを図る。

また、地域に開かれた障害者が集い、交流を通じて相互にエンパワメントできる場として「ピアサロン」を開催する。
③ピアカウンセラー養成事業
当該年度は休止する。
(4) 自立生活体験事業［※権利擁護事業］

①自立生活プログラム事業
個別の自立生活プログラム（以下ILP）を必要に応じて、障害者のエンパワメントを図る。

また、2015年度は、「自立生活の実現に結びつけるための活動を最優先に取り組む」という方針に沿って、集団自立生活プログラムを実施する。

②自立生活体験室事業
宿泊、日帰りでの自立生活の体験の場や、海外研修生などの宿舎として自立生活体験室の提供を行う。
(5) 人材育成事業 [※その他、この法人の目的を達成するために必要な事業]
　　  　新たな出会いを通じて、自立生活運動を行う上で必要な価値観、経験、実践を知ることで、自立生活センターのスタッフとして必要なスキルを得るための人材育成を積極的に行う。また、ダスキン障害者リーダー育成海外研修派遣事業をはじめとする、人材育成への協力も行う。
(6) 情報提供発信事業［※情報提供発信事業］ 
活動の報告と自立生活に関する情報発信を、インターネット及び紙面を活用して実施する。ホームページ、Facebookなどのインターネット媒体での発信を行う。また、機関紙「リアルライフＮＥＷＳ」は、年1回の発行とする。
３．自立生活センター・リアライズ【介助派遣事業部門】
(1) 居宅介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく居宅介護事業を実施する。

(2) 重度訪問介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
　  障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく重度訪問介護事業を実施する。

また、特定事業所加算Ⅰを維持できるよう体制を整備する。

(3) 移動支援事業［※障害者自立支援法に基づく地域生活支援事業］
各市地域生活支援事業に基づく、移動支援事業を実施する。
(4) 介助者研修事業［※自立生活介助者育成事業］
障害者の自立生活についての理解を深めるとともに、当事者の主体性を尊重することのできる介助者の育成を実施する。

また、介助者が問題を一人で抱え込んだり、孤立したりしないよう、今年度も引き続きコーディネーターによる個別の聴き取り(面談)を行う。この取組みはリアライズの介助者の定着率を高める大きな要因となっている。
(5) 制度外介助派遣事業［※自立生活支援事業］
自立生活の継続、又は目指す障害者であって福祉サービスの対象とならない介助派遣を希望する場合において、有償、又はボランティアでの介助派遣を行うことにより、生活の質の向上、及び社会参加の促進を図ることを目的とする。

(6) 重度訪問介護従業者養成研修事業［※居宅介護等従業者及び介護員養成研修事業］
重度訪問介護従業者養成研修を年2回程度開催する。
４．生活介護パイオニア【生活介護事業部門】

(1) 生活介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく生活介護事業を実施する。

また、実施にあたり、生活介護計画の作成、身体等の介護、相談、健康管理、送迎サービス等、生活介護事業に必要なサービスを行う。

生活介護パイオニアは、「地域を変えることを目的として、障害者が中心となり活動する場」である。また、自立生活を送っている、もしくは、目指している障害者、積極的に活動に取り組んでいく障害者によって構成されており、具体的な活動内容は以下①～⑦の通りとする。
1 障害者自立生活運動

障害者の生活を自分たちで獲得していくために、オールラウンド交渉や総決起集会等の権利擁護活動への参加を行う。また、共に活動し社会を変えていく仲間を増やすために、新たなメンバーの呼びかけ、自立生活の実現に協力してくれる人材の募集活動等を行う。
2 バリアフリー活動

公共交通機関や街のバリアフリーチェック等の活動を行う。

3 エンパワメント活動

ピアサロンの取り組みや、他団体との交流を通して、相互のエンパワメントを図る。また、メンバーのスキルアップを目指し、様々な研修会への参加を行う。

4 地域活動

地域のイベントや企画にも参加することを通じて地域との交流を行う。さらには、学校等での講演活動や交流を通して、生活介護パイオニアの活動や障害者の自立生活について、生徒や地域住民に知ってもらう機会を作る。

泉大津TRYを通して、「地域とつながる」ことを図りながら、障害のある人もない人も一緒に、地域のバリアフリーを推進していく。

5 創作活動

当該年度は休止する。

6 販売活動

当該年度は休止する。

7 情報発信活動

生活介護パイオニアの活動をFacebookや機関誌「リアルライフＮＥＷＳ」を通し、情報発信を行う。
５．NPO法人リアライズ法人本部【本部事業部門】

 (1) 他団体との交流、共同推進事業

①　障害当事者団体及び障害者福祉関係機関との共同推進
泉州地域をはじめ、府内、全国の障害者団体や福祉事業者とのネットワークを構築し、障害者の権利擁護のための共同推進を図る。

②　骨形成不全症者連絡会事務局の設置
骨形成不全症者同士のネットワークを形成し、情報共有、相談支援、会議場の提供、交流を行う。

③　Children's Views & Voicesとの連携
児童養護施設経験者を中心とした当事者グループ、「Children's Views & Voices（略称ＣＶＶ）」との連携を図り、交流をすすめる。又、その関わりを通じて、介助者として働く機会を提供し、児童養護施設経験者への就労支援活動も行う。また、泉州地域での活動の際はサロンスペースを提供する。

　Ｂ　その他の事業

１．物品販売事業
バザー、チャリティ等に参加し、物品を販売する。又、活動の成果等に関する書籍等を出版等し、販売する。当該年度は実施しない。

Ⅳ．2015年度事業別報告
1.  自立生活センター・リアライズ【相談支援事業部門】
◆相談支援事業部門総括
今年度の相談支援事業部門では、計画相談等を通して新たな障害者との繫がりができた。直接担当者会議を活用し、部門の枠を超えた本人へのアプローチが展開でき、個別の関係性作りにも取り組むことができた。また、相談活動を通して見えてきた地域の障害者の課題やニーズを反映できるよう、エンパワメント事業部門でのILP企画や自立支援の取り組みにおいて連携を取ってきた。
自立支援協議会への参画や下部組織での取り組み、相談支援権利擁護ネットワークへの参画などを通して、行政や関係機関との顔の見える関係性が作られ始めている。それにより、権利擁護を軸にした自立支援を進めていく地域の土壌が生まれつつある。
一方、先述した障害者やその家族を取り巻く地域の課題は根深く、特に障害者の地域からの孤立やサービス供給源の不足は深刻であり、相談支援事業部門として地域で担うべき役割は何かを模索している状況である。
○相談支援について
リアライズは他の相談支援事業所に比べてサービス等利用計画の作成件数は少ない。しかし、リアライズでは相談員が、単に利用しているサービスを計画に記入するだけのサービスの調整役にならないように、障害者の声を直接聞き取ることを重視した相談活動を行ってきた。また、基本相談を通して、現状ではサービスを利用するまでに至っていない障害者とのつながりも少しずつ広がってきた。
こうしたやり取りを通じて、障害者やその家族を取り巻く地域の課題が下記のように見えてきた。
(1) 障害者やその家族が地域から孤立していること
(2) 必要な情報が障害者やその家族の元に行き届いておらず、利用できる制度や　
サービスを知らない状況があること
(3) 制度はあってもサービス供給が不足していて利用できないこと
(4) 地域で自立生活をしている障害者が少なく、障害者の自立生活のイメージが
ないこと
(5) 制度やサービスの枠組みに障害者の暮らしが当てはめられていること
(6) 入所施設ありきの支援になっていること
以上のような障害者やその家族を取り巻く状況に対して、相談員は個別のつながり作りを意識して、本人の興味がありそうなイベント、エンパワメント部門で行ったＩＬＰ外出プログラムへの参加の呼びかけをした。
○相談記録について
相談記録を迅速に作成できる手段として、相談記録ソフトに対応した記述形式の「相談メモ帳」を作成し、相談員が携帯するようにした。
現在、相談記録ソフトを表記や集計をリアライズの仕様に合わせた形にカスタマイズすることを検討している。
○自立支援協議会について
社会資源と繋がっていないケースや、ニーズに応えられるだけの社会資源が少ない泉州地域の現状を解決していくため、泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会への参画や、行政・関係機関など様々な社会資源との連携を図ってきた。自立支援協議会の下部組織である地域移行居住支援部会では、泉州北圏域の障害者を取り巻く現状についてのアンケート調査を実施した。地域移行ワーキングでは、精神科病院に入院している患者や職員に対し、地域移行支援についての啓発活動を実施した。
泉大津市内の相談支援事業所同士の連携強化と相談支援担当者のレベルアップを図る為に相談支援権利擁護ネットワークに参画。北野誠一氏、玉木幸則氏を招いての研修会では、権利擁護の考え方を中心に相談支援の在り方について、差別解消法の勉強会では制度についてそれぞれ学習することができた。
○直接担当者会議の設置について
これまで障害者や家族からの相談の多くは、介助派遣の依頼が大半を占めていたため、相談の入口が介助派遣部門に偏っていた。そのため、本人や家族の自立への意志を充分に確認できなかったり、自立に向けてのアプローチがあまり機能しないまま、派遣の可否のみを返答するという状況が続いていた。
そこで、相談の入口を他部門ではなく、まずは相談支援部門が担う形とし、他部門と連携しながら本人の自立を進めていけるように、今年度新たに「直接担当者会議」を設置することにした。
直接担当者会議は、相談支援部門が中心となって開催し、障害当事者の個別の相談に直接関係する各部門(介助派遣、生活介護)に呼び掛けをし、必要な支援について検討する場と位置づけた。
その結果、相談員だけではなく、各部門のスタッフが本人の自立への取り組みに関わることができ、ILPや日中活動、介助利用などあらゆる面で本人への支援を共に考えていく体制が構築されつつある。
(1) 泉大津市指定特定相談支援事業　［※障害者自立支援法に基づく相談支援事業］
◆相談対応実績報告(2015年4月‐2016年3月)
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◆事例報告①
氏名：A さん 年齢：49 歳 性別：女性
障害：体幹機能障害（起立困難、言語障害有）２級、療育手帳A 判定
A さんとリアライズが関わりを持ったきっかけは、２０１５年１月にＡさんの姉B さん（身体と精神障害有）から「高齢の母と障害のある妹が二人暮らしをしているが、入院している母親の容体が悪く、母亡き後の妹の生活を一緒に考えて欲しい」という相談だった。
後日、自宅を訪問し、A さんから直接話を聞かせてもらうと、「住み慣れた自分の家でこのまま暮らし続けたい。グループホームや入所施設は絶対に入りたくない」というA さんからの強い意思表示があった。その理由は、小学校の頃に入所施設に一年間入ったことがとてもつらかったという体験によるものだった。A さんの地域で暮らし続けたいという希望を実現するために、リアライズがA さんの計画相談を担うことになった。
A さんは、小学校は地域の学校だったが、その後、養護学校の中等部・高等部に進み、卒業後はどこにも通わず、約２５年間を主に自宅で母親と一緒に過ごしていた。元気な頃は自分で自転車を漕ぎ、近所に買い物に行っていたこともある。
６年前に母親が大病を患ったことを機に将来の暮らしを考え、A さんは日中活動先に通うようになった。しかし、人に対する苦手意識や母親が入院するとA さんも体調不良を訴えることがあり、通所先を休み自宅に引きこもりがちの生活が続いていた。
そんなＡさんに対してリアライズは相談支援を開始し、A さんが障害者の一人暮らしをするイメージを持てるかもしれないと考え、自立障害者宅を訪問し、一緒に食事をする機会などを提供した。しかし、母親が危篤状態（３月に死去）の中で、短期間に決断を迫られたA さんは、話し合いの結果、家族の反対もあり最終的に姉Bさんとの二人暮らしを選択した。
その後も、A さんと一緒に外出する企画を実行したり、A さんが興味のありそうなイベントがあると声掛けをするなど、コミュニケーションを図る機会が増えるような関わりを心がけている。A さんの想いを実現するために相談支援を試行錯誤しながら続けている。

2. 自立生活センター・リアライズ【エンパワメント事業部門】
◆エンパワメント事業部門総括
今年度のエンパワメント事業部門は、人権セミナー、ピアカン講座、エンパワメント企画推進事業などの啓発的な事業を休止して、自立生活の実現に結びつけるための活動を最優先に、他の事業部門と連携をしながら取り組んできた。
相談支援事業部門の活動を通して見えてきた地域の障害者の課題やニーズを反映できるよう、エンパワメント部門として、ILP(自立生活プログラム)として外出プログラムを企画し、家族や支援者主体ではない外出を経験する機会を提供した。ILP当日は生活介護事業部門の障害者メンバーや健常者スタッフにも協力を依頼し、参加者との交流を図った。
生活介護事業部門とエンパワメント事業部門と連携して月に1回第2金曜日に当事者の交流する場として「せんしゅうちいき ピアサロン」を開催した。
外出プログラムや「せんしゅうちいき ピアサロン」などの企画を実施するにあたり、泉州地域の相談支援事業所、介助派遣事業所、日中活動系の事業所、入所施設系の事業所や障害当事者団体に向けて、案内チラシの発送や訪問活動などの周知活動を行った。訪問活動では、それぞれの事業所や団体との情報交換、関わりのある障害者への企画参加の呼び掛けをお願いするなど、精力的に活動した。
情報提供発信事業として、ホームページとFacebook、新たにブログの運営や通信の発行を行ってきた。これらの取組みを通じて、これまで繋がりがなかった障害者や、その家族に出会う機会を得ることができ、アウトリーチを展開することが出来た。
(1) 権利擁護事業［※権利擁護事業］
①　権利擁護事業
※参照…Ⅱ．システムアドボカシー活動報告
2  人権セミナー事業
当該年度は実施せず。
(2) エンパワメント企画推進事業［※権利擁護事業］
当該年度は実施せず。
(3) 自立生活相談事業［※権利擁護事業］
①　自立生活相談事業
自立生活相談部門については、昨年度に引き続き、女性の障害者スタッフの1名体制とし、スーパーバイズを相談支援部門担当の男性の障害者スタッフ並びに健常者スタッフが行うこととした。今年度より相談支援部門会議では、ケース検討や地域の相談支援事業所とのネットワークの構築について情報共有すると共に、自立の取り組みが見込まれる障害者に対して当法人の介助派遣や生活介護の利用を勧めていくか否かについて検討する体制とした。また、直接支援担当者会議では、自立の取り組みが見込まれる障害者について、当法人の関係部門や地域の関係機関と共にケース検討を行う体制とした。
◆事例報告②
氏名：Bさん　年齢：21歳　性別：男性　
障害：身体障害者手帳2級、療育手帳B1
2015年6月に高石市の相談支援事業所の紹介でリアライズと繫がり、生活介護パイオニアが実施する「せんしゅうちいき ピアサロン」に参加するようになった。以降ピアサロンの実施日以外にもパイオニアの活動に顔を出すようになり、障害者メンバーや生活支援員との交流を深めてきた。
当初、本人は大阪市内での自立生活に憧れを抱いており、年齢相応の遊びの経験や友人関係を広げていきたいとの思いを打ち明けていた。しかし、生活介護パイオニアの自立障害者宅への訪問や、障害者スタッフの言葉かけなどにより、自身が生まれ育った地域で自立生活をしたいという思いを相談の中で確認した。
本人の自立への意思やパイオニアでの居場所を見付けたことから、現在利用中の就労継続支援事業所(B型)と併用する形で、11月よりパイオニアを利用し始めることとなった。
今後はパイオニアでの新メンバーに向けた研修を通して自立生活運動に関する学習や他の自立生活センターとの交流を深めていくこととなっている。また、自立に向けての取り組みとしては、自立障害者宅への訪問や、介助利用を始めていく予定。
②　ピアカウンセリング事業
ピアカウンセリング事業の個別ピアカンにおいては従来通り行っており、当事者による相談が果たす役割は、自立生活の実現において一定の成果があるように感じている。
一昨年度より生活介護パイオニアにてグループピアカンを実施してきたが、ピアカンが根付いていない泉州地域の障害者にとっては参加のハードルが高かったことから、昨年度末に中止を決定した。以降、エンパワメント部門と生活介護部門からそれぞれ1名ずつ担当者を選出し、担当者を中心にメンバー間での話し合いを進めてきた。その結果、泉州地域における障害者の居場所作りを目指し、2015年6月より泉州地域在住もしくは活動拠点を置く障害者を対象とした「せんしゅうちいき ピアサロン(以下、ピアサロン)」を展開することとなった。
グループピアカンとは一転し、これまで繋がりが無かった障害者や地域の事業所の関係者などの参加がコンスタントにあるようになった。また、ピアサロンの参加を契機に自立の取り組みを始めることとなった人もいるなど、ある一定の活動の成果が見られる。
一方、生活介護部門の担当者が生活介護事業そのものの体制整備に尽力せざるを得ない状況があり、担当者間での情報共有の不足や、周知活動及び運営方法などについて話し合う時間を充分に持てない状況が続いていた。
そこで、昨年12月より生活介護部門の担当者を変更・増員し、エンパワメント部門より1名、生活介護部門より3名の計4名体制でピアサロンを運営していくこととなった。
今後は地域の障害者や事業所の関係者との繫がりを絶やさずに、より参加者が見込まれるように来年度より実施日を土曜日に変更することも視野に入れながら、活動を継続することとなった。また、参加者だけではなく、生活介護部門のメンバーにとってもエンパワメントの場となるようにそれぞれが活動に主体的に取り組みながら、参加者との交友を深めていくことができるような運営を目指すこととなった。
3 ピアカウンセラー養成事業
当該年度は実施せず。
(4)  自立生活体験事業［※権利擁護事業］
①　自立生活プログラム事業

内  容：「障害者の仲間づくり＆ボウリング企画♪」


   1日目…『仲間づくり』


　
   ・自己紹介


　
   ・アイスブレイク


　
   ・みんなの生活について知ろう！


   2日目…『ボウリング企画』
・みんなで電車に乗ろう！
・ランチをしよう☆
・Ｌｅｔ‘ｓ ボウリング♪

日  時：2015年11月22日(日)13：00～16：00



11月29日(日)10：00～16：00
場  所：リアライズ(2日目の『ボウリング企画』はラウンドワン堺駅前で実施)
参加者：1日目…3名(内訳：男性3名、女性0名)
2日目…3名(内訳：男性2名、女性1名)

   リーダー：
 辻田 奈々子(自立生活センター・リアライズ　障害者スタッフ)

サブリーダー：西留 一浩  (自立生活センター・リアライズ　障害者スタッフ)
これまでILP講座を開催したところ、泉州地域においてはILPそのものの認知度が低く、参加者及び関係者にとってイメージや必要性を抱きにくいといった課題があり、参加者が集まりにくい状況があった。また、事業所や関係団体との関係性作りができておらず、企画の対象となるような障害者に繋げてもらうことが困難であったことも課題であった。
これらの課題を踏まえ、地域の実情に合わせより参加しやすい企画とすべく、ILPの要素を盛り込んだ2日間に渡る交流兼ボウリング企画を11月末に実施した。
今回のILP企画は「障害者の仲間づくり＆ボウリング企画♪」と題して、1日目は参加者同士がアイスブレイクやサイコロトークなどを通してお互いのことを知り合う時間とした。また、重度障害者の自立生活について知ってもらうべく、リーダーが自分史を語る時間も設けた。2日目は、始めにオリエンテーションとして交通機関の利用方法や介助者への関わり方について、リーダー及びサブリーダーから説明を行った。その後、ボウリング企画の会場の最寄駅へ向かうべく、介助を使いながら電車で移動した。昼食は駅周辺にある数店の飲食店の中から、参加者同士が相談をして決めた店へ皆で入店した。昼食後はボウリング場にて男女のチーム対抗でボウリング大会を実施した。ゲーム終了後にはチーム別と個人別の成績を発表し、それぞれの活躍を称えた。
当企画はリアライズでは2年振りのILP企画であり、参加者が見込まれるのかといった心配があった。しかし、周知活動や計画相談、その他の地域移行関連のイベントを通じて出会った方が多く参加され、地域の障害者との新たな繫がりを実感できるものであった。プログラムについては、その内容や進行に対する不安があったが、アイスブレイクなどを通して参加者が徐々にその場に馴染み、楽しんでいる様子が見られたため、終始和やかな雰囲気を作ることができた。また、リーダーからの自立生活についての語りや、実際に健常者スタッフによる介助を利用し、交通機関の利用やボウリングを楽しむ中で、参加者が主体性を発揮し、エンパワメントされていく姿が印象的であった。
企画当日にリーダーとサブリーダー、参加者へのサポート役に入った健常者スタッフからは参加者とのコミュニケーションが密に取れたこと、何よりも参加者が当企画を楽しんでいる様子を見て、自身もエンパワメントされたという声があった。
一方、2日目においてサポート役として参加した自立障害者の役割が明確になっていなかったことや、参加者同士の橋渡しの難しさが課題として挙げられた。また、健常者スタッフへの事前説明が不十分であったり、進行の詰めが曖昧であったことも課題となった。
今後ILPを開催するにあたり、準備段階から健常者スタッフを巻き込み連携を深めていくと共に、参加者だけではなく、主催者、健常者スタッフもエンパワメントできるプログラムを継続できればと思う。また、当企画で新たに繋がることできた障害者が地域での自立生活を実現できるように、計画相談や個別のILPなどを通して繫がりを絶やさないように取り組みを継続できればと思う。
②　自立生活体験室事業
◆自立生活体験室利用実績報告(2015年4月‐2016年3月)
[image: image3.emf]身体障害 知的障害 精神障害 重複障害 合計

男 6 2 0 4 12

女 2 0 0 2 4

合計 8 2 0 6 16

重度訪問

内移動加算

身体 家事 通院介助 移動 他人介護 制度外 合計

男 12,357.50 1,600.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,140.00 56.50 13,554.00

女 6,432.50 1,425.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 6,432.50

男 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 504.00 0.00 4.50 508.50

女 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

男 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

女 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

男 4,995.50 775.50 0.00 0.00 0.00 467.50 0.00 43.50 5,506.50

女 6,314.00 516.00 0.00 0.00 0.00 88.00 0.00 0.00 6,402.00

30,099.50 4,316.50 0.00 0.00 0.00 1,059.50 1,140.00 104.50 32,403.50

重度訪問

内移動加算

身体 家事 通院介助 移動 他人介護 制度外 合計

4 2,350.00 363.50 0.00 0.00 0.00 71.50 95.00 12.50 2,529.00

5 2,370.00 399.00 0.00 0.00 0.00 90.00 95.00 51.00 2,606.00

6 2,235.00 304.00 0.00 0.00 0.00 84.50 95.00 35.50 2,450.00

7 2,533.50 309.00 0.00 0.00 0.00 80.00 95.00 1.00 2,709.50

8 2,588.50 356.00 0.00 0.00 0.00 83.50 95.00 2.50 2,769.50

9 2,501.00 368.00 0.00 0.00 0.00 102.50 95.00 0.00 2,698.50

10 2,600.50 378.50 0.00 0.00 0.00 87.50 95.00 0.00 2,783.00

11 2,566.00 400.00 0.00 0.00 0.00 103.50 95.00 0.00 2,764.50

12 2,617.50 387.50 0.00 0.00 0.00 99.50 95.00 0.00 2,812.00

1 2,580.50 309.00 0.00 0.00 0.00 94.50 95.00 0.00 2,770.00

2 2,537.50 344.50 0.00 0.00 0.00 77.00 95.00 2.00 2,711.50

3 2,619.50 397.50 0.00 0.00 0.00 85.50 95.00 0.00 2,800.00

合計 30,099.50 4,316.50 0.00 0.00 0.00 1,059.50 1,140.00 104.50 32,403.50

③月別派遣時間数

精神障害

重複障害

合　計

種　別

身体障害

知的障害

①障害種別利用人数

②障害種別派遣時間数


(5) 人材育成事業 [※その他、この法人の目的を達成するために必要な事業]
2015 年度も、人材育成事業では様々な研修企画への参加、他団体への訪問研修を行った。また、全国の他団体の研修も行ってきた。
特徴としてはCom-Support Project（福井県）での訪問研修と交流をつうじ、他の
センターの運営や考え方に触れることで、参加したスタッフそれぞれが、自立生活運動における活動のあり方について考える機会になった。
[人材育成の主な活動]
【2015年】
4 月
「差別をなくそう愛知から なごや大行進」への参加
障害者の自立と完全参加を目指す大阪連絡会議(障大連)の2015 年度総会(記念講演 講師：AJU 自立の家 山田昭義氏)への参加
5 月
JIL 関西 「制度学習に向けて」（講師:障大連 細井清和氏）への参加
「アクセス関西ネットワーク学習会in 神戸」への参加
6 月
大阪障害フォーラム第6 回総会（基調講演「大阪府における差別禁止のための条例づくりに向けて」 講師:辻川圭乃弁護士）への参加
ILP 学習会の開催（講師:自立生活センター・ナビ 小坪琢平氏）
DPI 日本会議に訪問
2015 年度第24 回JIL 総会への参加
7 月
Com-Support Project（福井県）にて訪問研修と交流
障大連の総決起集会への参加
障大連主催「入所施設から地域への生活移行の実践報告会」への参加
8 月
大阪府オールラウンド交渉(1 日目 ①施策全般・介護②施設・地域移行③グループホーム
④自立支援・日中活動)に参加
大阪府オールラウンド交渉(2 日目 教育・保育)に参加
大阪府オールラウンド交渉(3 日目 ①権利の実現②交通まちづくり)に参加
9 月
CIL・星空来所
10月
『アクセス関西ネットワーク集会inおおさか』への参加
関西ＩＬ合宿への参加
NPO法人ムーブメント主催の紀伊半島一周到着式への参加
11月
『ピープルファースト大会in兵庫』への参加
泉大津市相談支援・権利擁護ネットワーク 第二研修会「今 相談支援専門員として求められるもの〜自己決定・自己選択支援 そして 意思決定支援〜」への参加
泉州フォーラム実行委員会 第5回学習会「差別禁止条例とは何か〜先進事例に学び、泉州から考える〜」への参加
自立生活センター・いこらー主催の『一人暮らしの障害者被災シミュレーション』報告会への参加
12月
Com-Support Projectのメンバー6名が来所
障大連の大阪障害者自立セミナー2015「障害者差別解消法と障害者のくらし」への参加
【2016年】
１月
「泉州フォーラム 拡大実行委員会」への参加
福岡県北九州市にある自立生活センター・エコーのメンバー2名が来所
「つばさグループ30周年記念誰もが生きられる社会へ、つばさを広げて」への参加
2月　
泉州フォーラム実行委員会　第６回学習会　地域での暮らしを支えるとは～泉州発・「地域で暮らすとは」Part2～への参加
DET紹介セミナーへの参加
3月　
JIL関西ブロック研修への参加
自立生活センター・いこらー公開セミナーvol.4「障害者差別解消法を語ろう！！～　障害当事者から発信：ともに生きる共生社会を目指して～」
障がい者地域生活移行フォーラムへの参加
自立生活センター・ムーブメント5.5周年式典
愛知県　障害者差別解消法施行を祝うパレードへの参加
「障害」によって分け隔てられない社会に向けて障害者差別解消NGOガイドライン作成プロジェクト　第２回成果報告会と障害者差別解消法施行を祝うパレードへの参加
【その他、定期開催の研修等】
障大連全体会
障大連自立支援部会
障大連交通部会
障大連事業所ネットワーク各グループ学習会
(6)　情報提供発信事業［※情報提供発信事業］
1 リアルライフＮＥＷＳの発行
【発行月・発行部数】
第22号
2016年2月
724部発行
【対象者】
法人会員、リアライズに関わる人、関係機関、地域住民
【詳細】
今季に発行した第22号については以下の通りです。
・2015年度　事業年表
・スタッフ紹介！
・春夏秋冬事業報告
・パイオニアletter
・編集後記
2 ホームページの運営
リアライズの事業紹介パンフ、ヘルパー募集、企画参加者募集を中心に情報提供を行う。また、リアルライフNEWSの発行と同期し、PDFファイルでのアップロードを行う。視覚障害者対応にすべく現在準備中である。
2015年度上半期はリアライズの活動の報告と自立生活に関する情報発信を、Facebookにて行った。
現在、ブログをTumblrにて立ち上げており、ページ内容を編集中である。完成次第、ホームページを閉鎖し、ブログとフェイスブックにて情報発信を行なう予定である。
【詳細】
・ホームページのアクセス数は20003回（2016年4月26日現在）
2015年3月の15468回と比較して4535回のアクセスがあった。
なお、2015年の同時期のアクセス数の延びは、3472であり、1063の差がある。
この理由として、泉大津TRYの成果があると思われる。
・Facebookの「いいね！」数は487件（2016年4月26日現在）
・Facebookやホームページをきっかけにリアライズの相談事業につながった方
が複数名おられる。
　　　　　　4月
第1回NPO法人リアライズ全体会議
　　　　　　　　　
泉大津TRY活動報告（シェア）
　　　　　　　　　
朝日新聞大阪堺泉州版「泉大津TRY記事」（掲載報告）
　　　　　　　　　
差別をなくそう愛知から　なごや大行進
　　　　　　　　　
泉大津TRY開幕イベント
　　　　　　　　　
泉大津TRY開幕イベントパイオニア記事（シェア）
　　　　　　      
障大連　2015年度総会
5月
ネパール被災障害者救援基金（紹介）
　　　
JIL関西　制度学習に向けて

　　　　　
泉大津TRY店舗紹介（シェア）
　　　　　　　　　
アクセス関西ネットワーク学習会in神戸
　　　　　　　　　
リアライズ介助者向け研修会
　　　　　　　　　
リアライズ同窓会
6月
NPO法人ムーブメント来所
　　　
大阪障害フォーラム第6回総会
　　　
ILP学習会
　　　
DPI日本会議事務所　訪問
　　　
2015年度第24回JILセミナー
　　　
第2回介護制度を考える合同部会
7月 
CIL・Com-Support Project　訪問・研修会参加
　　 
障大連　総決起集会
NPO法人障害者自立生活センター・スクラム　訪問
　
アメリカADAツアー見送り
　
入所施設から地域への生活移行の実践報告会
8月
障大連　対府オールラウンド交渉1日目
　　 
障大連　対府オールラウンド交渉2日目
 

障大連　対府オールラウンド交渉3日目
9月
障害者問題総合誌そよ風のように街に出よう（紹介）
　　 
CIL・星空　来所
10月
アクセス関西ネットワーク集会inおおさか
　　 


関西IL合宿
　　 


障大連全体会
　　 


ADAツアー報告会
　　


CIL豊中・自立生活ブログラム　講演
11月
ピープルファースト大会in兵庫1日目
　　

ピープルファースト大会in兵庫2日目
　　

泉大津市相談支援・権利擁護ネットワーク第二研修会
　　

大阪市立大学　講演
　　

泉州フォーラム実行委員会　第５回学習会
　　

CIL・いこらー主催
　　

「一人暮らしの障害者被災シミュレーション」報告会　参加
　　

ピアサロン
　　

ILPボウリング企画１日目
　　

ILPボウリング企画２日目
　　

CIL・Com-Support Project　来所・交流会
12月
ピアサロン
　　　

大阪障害者自立セミナー2015

1月
ピアサロン
　　　

リアライズ現任研修
　　　

泉州フォーラム拡大実行委員会
　　　

藤林さん執筆「障害者の福祉　ノーマライゼーション1月号」宣伝
　　　

シェア（パイオニア餅つき大会告知）
　　　

自立CIL・エコー　来所・交流会
　　　

つばさグループ30周年記念
2月
泉州フォーラム実行委員会　第６回学習会
　　　

告知（障害者差別解消法施行直前！学習会）
　　　

告知（リアライズブログ）
　　　

ピアサロン
　　　

DET紹介セミナー
　　　
3月
シェア（高石障害児（者）生活支援相談室）
　　　

JIL関西ブロック研修
　　　

自立生活センター・いこらー公開セミナーvol.4
　　　

重度訪問介護従業者養成研修3日目
　　　

重度訪問介護従業者養成研修4日目
　　　

シェア（告知　パイオニア餅つき大会）
　　　

障害者差別解消法　施行に向けてのアピールCM動画1
　　　

障害者差別解消法　施行に向けてのアピールCM動画2
　　　

障害者差別解消法　施行に向けてのアピールCM動画3
　　　

シェア（パイオニア　地域イベント）
　　　

障がい者地域生活移行フォーラム
　　　

自立生活センター・ムーブメント5.5周年式典
　　　
リアライズ卒業パーティー
　　　

愛知県　障害者差別解消法施行パレード
　　　

「障害」によって分け隔てられない社会に向けて障害者差別解消
NGOガイドライン作成プロジェクト　第２回成果報告会
3．自立生活センター・リアライズ【介助派遣事業部門】

◆2015年度介助派遣部門総括
○コーディネーター業務の整理

介助派遣における体制は、コーディネーターを男女1名ずつ、コーディネーター補佐を男女1名ずつ配置している。シフト固定制の導入などを行い、一定コーディネーター業務の負担を軽減できてきた。しかし、介助派遣部門としての自立支援の取り組み、シフト調整、聴き取り、研修、会議への参加、事務作業等、未だコーディネーターが担う役割が多いのが現状である。その為、コーディネーター以外が担える役割については、介助スタッフや介助リーダーにも担ってもらえるように考えていく必要がある。また、今後男女共にコーディネーターが交代する可能性を視野に入れ、コーディネーターの役割についても考えていく必要がある。
○介助者の聴き取りの実施について
介助者の聴き取りは、当初、特定事業所加算の取得にあたって、会議を持たなければいけないという要件があった為に開始した。介助者は、介助現場と自宅の直行直帰になる為、孤立しやすく、悩みやしんどさを抱え込みやすい状況にある。その中で誰にもその悩みを話すこともできず、辞めていく介助者も出てきたことから、ある一定介助に入っているコーディネーターが聴き取りを行うようになった。
聴き取りは月に一度、介助者に事務所へ来てもらう日を調整し、コーディネーターと約1時間話しをしている。その中では介助中の悩みや生活の悩み等について目を向け、介助の事だけにとらわれずに話をしている。聴き取りがあることで介助者が自身の介助について振り返るきっかけにもなっている。障害者の事だけでなく介助者の事も考えてくれている人がいることによって介助者の安心感に繋がり、介助者が一定程度定着する要因にもなっていると考えている。
○介助者不足の問題
現在、リアライズで介助業務を担っている女性は介助スタッフ4名（内、生活介護専従のスタッフ1名が産休中）、介助リーダー4名（内1名はアテンダント中心、内1名は生活介護専従）、登録介助者35名の内、30名は学生である。その内7名の学生が3月で卒業したが、自立をした当事者がいる為、引き続き介助者の募集が必要な状況がある。登録介助者数は以前より増加したが、その多くが学生の為、学業による多忙も重なり一人一人の稼働がなかなか見込めない状況がある。現在は介助量の分散や介助者の定着が課題となっている。
男性は介助スタッフ5名、介助リーダー3名、登録介助者25名の内、21名が学生である。男性は女性に比べて常勤の介助者は多いが、当事者の数も女性に比べて多く、常勤の介助者の稼働率は高い状況にある。この春、定期的に介助に入っている登録介助者のフリーター1名と学生9名が卒業した。また、介助リーダー1名が退職した為、介助に穴が空いており、厳しい状況にある。今後、深刻な介助者不足が予測されるため、介助者募集に力を入れていく必要がある。
秋に行った介助者募集により、男性1名、女性7名が登録した。また、2月にリアライズで重度訪問介護講座を開講し、男性2名、女性9名が受講し、登録につながった。
○介助派遣部門の管理者交代について
前年度、介助派遣部門管理者の西野が退職した為、今年度から吉井に交代することになった。
○特定事業所加算の取得状況
2014年12月から常勤職員40％以上の要件で特定事業所加算Ⅰを取得している。今年度に関しては、前年度の実績から継続して取得することが出来ているが、前年度に常勤職員1名が退職したこと、自立した当事者が長時間利用になったことや自立する見込みの当事者が控えていることを踏まえて今年度の実績を計算したところ、常勤職員40％を割ってしまうため、今年度中に常勤職員１名の配置が必要となる。
(1) 居宅介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
(2) 重度訪問介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
(3) 移動支援事業［※障害者自立支援法に基づく地域生活支援事業］
(5) 制度外介助派遣事業［※自立生活支援事業］
2015年度居宅介護・移動支援・他人介護派遣実績
[image: image4.emf]493 件 3 日 496 件

年齢別 0～6 7～17 18～29 30～39 40～49 50～59 60～64 65以上 不明 合計

男 2 1 97 103 20 8 0 2 0 233

女 0 2 19 135 26 64 0 8 3 257

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

合計 2 3 116 238 46 72 0 10 6 493

②障害程度別集計（複数カウント）

身体 知的 精神

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1 B2 １級 ２級 ３級

男 136 28 0 0 2 0 115 15 37 0 2 4 2 341

女 185 53 0 0 0 0 75 76 0 0 4 0 6 399

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 321 81 0 0 2 0 190 91 37 0 6 4 8 740

障害種別 肢体 視覚 聴覚 内部 知的 精神 重複 その他

合計

男 36 0 0 0 32 18 144 3 233

女 62 0 0 7 7 6 150 25 257

不明 0 0 0 0 0 0 0 3 3

合計 98 0 0 7 39 24 294 31 493

④相談内容別集計（複数カウント）

相談内容 自立 日常生活 ＩＬＰ 介助 日中活動 住宅 制度 情報提供権利擁護

日常生活用具


補装具 就労 医療 教育 計画相談 その他 合計

男 62 129 22 87 36 0 20 10 5 0 3 6 44 0 92 0 516

女 46 96 2 61 14 10 103 24 0 13 23 0 17 0 64 0 473

不明 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 108 226 25 148 50 10 123 34 5 13 26 6 61 0 156 0 991

⑤計画相談障害種別利用人数（前年度から継続して計画相談を利用している人数を含む）

障害種別

新・継 新規 継続 新規 継続 新規 継続 新規 継続 新規 継続 新規 継続

男 1 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 3

女 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

合計 1 0 0 0 0 0 0 5 0 0 1 5

計画 モニタ 合計

作成 リング 13

男 0 2 2 11

女 0 0 0 1

男 0 2 2 1

女 1 0 1 8

男 0 1 1 6

女 0 2 2 16

男 1 1 2 2

女 1 1 2 8

男 0 2 2 2

女 0 1 1 8

男 1 1 2 76

女 0 1 1

男 0 1 1

女 0 1 1

男 1 2 3

女 1 1 2

男 1 2 3

女 0 2 2

男 1 2 3

女 1 1 2

男 2 1 3

女 0 1 1

男 0 2 2

女 0 1 1

11 31 42

合計 不明

障害

程度

その他 合計

⑥計画相談月別利用人数 ⑦相談支援関係会議(利用合計に含まない)

直接支援担当者会議

泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会

4月

相談件数 自立体験日数 利用合計

①年齢別集計

③障害種別集計

泉大津市発達障がい者コーディネーターによる研修会

泉大津市相談支援・権利擁護ネットワーク

合計

泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会運営会議

泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会泉州北圏域地域移行・居住支援部会

泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会泉州北圏域地域移行・居住支援部会事務局会議

泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会泉州北圏域地域移行・居住支援部会地域移行ワーキング

泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会泉州北圏域地域移行・居住支援部会権利擁護ワーキング

泉州北圏域地域移行支援会議

内容

合計

会議名

相談支援会議

身体 知的 精神 重複

項目

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

合計

2月

3月


２０１５年度居宅介護・移動支援・他人介護派遣実績
(4) 介助者研修事業[※自立生活介助者育成事業]
	回数
	日付
	内　　　　　　　　　　容
	参加人数

	第1回
	5.17
	「リアライズってどんなところ？」
講師：リアライズスタッフ
	7名

	第2回
	9.13
	「緊急時の対応について考える」
講師：井手口氏（サニクリーン）
川本・川口・森・福井（リアライズ）
	18名

	第3回
	11.8
	「泉州フォーラム～差別禁止条例とは何か～」
講師：佐藤聡氏（DPI日本会議）
	12名

	補講
	12.13
	障大連セミナー「障害者差別解消法と障害者の暮らし」
講師：崔栄繁氏（DPI日本会議）
	9名

	第4回
	1.9
	「障害者から見た障害とは？～障害者差別解消法の施行にあたって～」
講師：三井孝夫氏（リアライズ）
	10名

	補講
	2.13
	「泉州フォーラム～地域での暮らしを支えるとは～」
講師：宮崎充弘氏（ほわほわの会）
	18名

	補講
	3.19
	地域移行フォーラム「この町で暮らしていきたいねん!!」
主催：地域移行・居住支援部会(泉州北圏域)
	9名


【詳細】
第1回の研修会は、「リアライズってどんなところ？」というテーマで、昨年の内容を基にリアライズのこれまでの活動や今後の取り組みについて紹介した。三井出演の映像を視聴し、これまでのリアライズとの関わりを通して今思う事、泉大津市の現状、障害者運動、生活介護事業についてそれぞれ報告があった。参加者から「これまでの活動の経過を知ることができたので、今後の活動に生かしていきたい。」という感想を得ることができた。
第2回の研修は「緊急時の対応について考える」と題し、前半は講師を招きAEDの取り扱いと対応についての研修を行い、後半は当事者と介助者から今までに起きた事故やその対応について話しをしてもらい、実際に事故が発生した時にどのように考えることが大切かや、何が必要かを考える機会を設けた。
第3回の研修は、DPIの佐藤さんをお招きし、障害者差別解消法とは何かについてお話していただいた。何気ない日常の中には差別がたくさんあり、普段からその差別に目を向けていきたい等、参加者からの感想を得ることができた。
補講の1回目は、障大連自立セミナーの崔さんの講演を補講にあてた。単に差別を無くすというのではなく、障害の有無によって分け隔てられることを無くす社会の実現に向けて考えた。
第4回の研修は、リアライズ代表の三井より、障害者から見た障害について障害者差別解消法の施行にあたっての話があり、併せてアメリカのADA法の成立までのDVDを鑑賞した。参加者からは当事者がアクションを起こしていくことの大事さを知った、行動を継続していけば社会は変えることができると知ったという感想が出ていた。
補講の2回目は、泉州フォーラムの学習会を補講とした。ほわほわの会の宮崎さんよりグループホームのこれからについて講演していただいた。シンポジウムでは地域での暮らしについて、実際にグループホームで暮らしている方や、自立生活をしている方の話があった。グループホームでの生活のことやこれからの夢など、生の声を聞くことができてとてもよかったという感想が得られた。
補講の3回目は、泉州北圏域地域移行・居住支援部会主催の地域移行フォーラムを補講とした。障害のある当事者や、関係者による各ワーキンググループの発表や対談を通して、地域の人にこういった取り組みがあることを知ってもらいたい、障害があっても地域で暮らすことを諦めないでもらいたいという感想が得られた。
(6) 重度訪問介護従業者養成研修事業[※居宅介護等従業者及び介護員養成研修事業]
リアライズでは、重度訪問介護従業者養成研修修了資格の取得を目的とするだけではなく、重度障害者の生き方や想いや経験を知ってもらうことができるよう、障害当事者が講師やサポーターになっている。
講座費用：15,000円(テキスト・資料代、消費税含む)、学生割引10,000円
開講実績
【2015年6月コース】
2015年6月7日(日)～6月28日(日)までの毎週日曜日、計4日間で実施。
定員：16名　　申込件数：11名　　受講者数：8名
【2016年2月コース】
2016年2月21日(日)～3月13日(日)までの毎週日曜日、計4日間で実施。
定員：16名　　申込件数：12名　　受講者数：11名
４．生活介護パイオニア【生活介護事業部門】
◆2015年度生活介護事業部門総括　
生活介護パイオニアでは、「地域とつながっていくこと」を大きなテーマとし、活動を行ってきた。4月から8月にかけては、泉大津TRYを大きな柱に、地域に向けPR活動を行い、それ以降においては、泉大津市市民活動支援センターの会議や泉大津福祉地区のイベント参加などを通じて、パイオニア活動の情報発信を行った。
6月から定期開催しているピアサロンでは、この地域に在住する当事者との出会いや、福祉事業所との繋がりをもつことができた。またパイオニアの新メンバーとなる当事者とも出会えたことは、パイオニアにとっては、嬉しい出来事でもあった。
活動の進め方においては、役割分担を意識しながら活動を行ってきた。それにより、代表者は、業務の負担が分散され、パイオニアの方針や課題の共有をすることが、日常的に可能となってきた。また、それ以外のメンバー、支援員も、受け身的に活動に関わるのではなく、役割を担うことにより、自分達の活動であることを意識して活動が進められるようになってきた。役割を担う責任には苦労する側面もあるが、その一方で、自分でもできたという達成感もあり、自信に繋がっている。
　また、これまでメンバー代表と各メンバーが活動での当事者の役割について話したり、活動の理念を共有することができていなかったため、12月からメンバー代表による各メンバーとの聴き取りを定期的にもつことになった。
　
(1) 生活介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
①　障害者自立生活運動
〇運動の取り組みへの参加
障大連オールラウンド交渉、障大連総決起集会、アクセス関西ネットワーク集会、関西IL研修等に参加し、権利擁護活動を行った。
②　バリアフリー活動
〇「だんじり祭りの車イス観光コース＆マップを作ろう」参加
岸和田市で行われた「だんじり祭りの車イス観光コース＆マップを作ろう」では、街や道路のバリアフリーチェック等の活動を行った。この企画では、地域の小学生・中学校と一緒になり、だんじり観光ポイントへのアクセスや、町や道路のバリアフリーチェックを行い、マップ作りを行った。
③　エンパワメント活動
〇せんしゅうちいきピアサロン（毎月第2金曜日）
今年度6月より、泉州地域の障害当事者を対象に仲間づくりの取り組みとして、エンパワメント部門と連携し、ピアサロン活動を開始した。

パイオニアをフリースペースとし定期開催（第2金曜日)を行っている。　
今年度のピアサロンでは、今まで関わることの出来なかった地域の当事者や近隣の福祉事業所のスタッフなどの参加があった。また、ピアサロンの活動を通じて、パイオニアで一緒に活動したいという当事者と出会うことができた。
ピアサロンの中では、メンバーのコミュニケーションの得手不得手もあり、相手との会話が続かない状況もあったが、場を盛り上げる工夫として、ゲームやアイスブレイクを取り入れた。その結果、盛り上がれた部分もあり、手応えを感じている。
これからも、地域との繋がりが作れる場、仲間との出会いが生まれる場としても期待していきたい。今後は、参加対象者や周知活動、ピアサロンの場の持ち方について検討しながら、ピアサロンの定期開催に取り組んでいく。
○新人研修
11月から新メンバーが参加することとなった。メンバー2名と支援員1名が研修担当として、仲間作りとエンパワメントを目的とした新人研修を進めている。
研修プログラムは全9回開催で、これまでに3回開催している。第1回目は相談員の辻田からリアライズの理念や活動を話してもらい、また担当者から自立生活の話もあった。第2回では、パイオニアメンバーからパイオニアの設立経緯、理念や活動内容を説明した。第3回は、すぺーすしゃとるを見学し、設立経緯や活動内容について話していただいた。その中では、すぺーすしゃとるメンバーとの交流もあり、多くの人と関わる機会にもなった。また、見学の際、新メンバーからも積極的に質問していた様子を見ると、自立生活に対しての興味や関心がさらに出てきたのではないかと感じた。
その一方で、新メンバーからは、大人数の場所に混ざって話をすることはハードルが高かったとの感想があった。その感想を受け、研修担当者は、他センターの方と新メンバーが関われるきっかけを作れるよう意識するとともに、話を聞くだけにはならないように、質問の投げかけや、話のコーディネートをし、本人の負担が大きくならないように注意して、研修を進めたいと思う。
また、今回は初めての新人研修なので、今後新しいメンバーが増えてきたときのことを考え、研修記録を残して今後に活かせられるようにしたい。
④　地域活動
　  ○パイオニア主催の地域活動
・泉大津TRY
泉大津TRYの1回目の企画として2015年4月18日に開幕イベントを開催した。開幕イベントには、約150人が参加され、大規模なイベントとなった。開幕イベントの1部では、尾上浩二氏（内閣府障害者制度改革担当室・政策企画調査官）による「障害者差別解消法で地域はどう変わる」の講演会、2部では参加者を交えて、店舗PR活動と泉大津駅前、和泉府中駅前にて泉大津TRYのPR活動を行った。
開幕式では、地域住民と共に泉大津市のバリアフリー推進に取り組んでいく企画とするため、泉大津市、泉大津市自治会連合会や泉大津商工会議所、泉大津市社会福祉協議会の後援名義を依頼打診し、すべての団体から後援名義の許可を得ることができた。また、来賓として、泉大津市の健康福祉部長、泉大津市自治会連合会の会長、愛知TRY実行委員会の代表が、開幕式に参加して頂けた。
開幕式以降は、泉大津市内の店舗や官公庁や公共施設、福祉事業所を対象にPR活動を行なった。計15日間の活動を行ない、173の店舗や施設、事業所に、泉大津TRYの活動を理解して頂き、「店舗利用に困難のある方へ　お手伝いします」のステッカーの協力をして頂くことができた。また、活動の参加者を募る為、泉大津市社会福祉協議会や和泉市のボランティアセンターやFacebookでボランティアの呼びかけを行ったところ、ボランティアとして延べ9名（内訳：泉大津市社会福祉協議会から1名、和泉市ボランティアセンターから3名、CIL関係団体から5名）の参加があった。参加者からは、「一緒に活動していくことで、車イスユーザーが入れる店舗が市内に少ないことに気付くことにできた。」、「自分が伝えることでお店の理解が変わり、ステッカーに協力してもらえてよかった。」などの感想を得ることができた。パイオニアメンバーからも、「初めての人と話すことはすごく緊張したが、泉大津TRYのことを理解してもらえたことがすごくうれしかった。」との感想もあった。
また、泉大津市忠岡町理容組合から泉大津TRYの活動を知りたいとの依頼があった。理容組合としては、だれにとっても使いやすい店舗にしていきたいという想いがあり、共通するテーマを持っている泉大津TRYのステッカーを貼りたいということだった。その後、1月の役員会で、泉大津TRYの説明を行うこととなった。
・第3回もちつき大会
今回の餅つき大会の準備では、メンバー、支援員それぞれが企画内容、会場管理、周知活動などを役割分担し、取り組んだ。昨年度のもちつき大会の会場では餅をつく所が室外の為、雨天時は開催できないので、場所を変更し、助松町自治会が管理する助松公園会館で開催することとなった。その場所では、会場の車いすトイレが使いにくい点があったが、近くにある中学校のトイレを借りることができ、環境も整えることが出来た。
　当初予定していた開催日は、インフルエンザ感染者が多数出た為、もちつき大会を中止した。その後、日程を再調整し、3月26日(土)にもちつき大会を開催した。春休みという時期もあり、開催前日、会館の前の公園で遊んでいた子ども達と一緒に設営や準備をし、当日には、前日に手伝ってくれた子どもに加え、地域の方もボランティアとして参加してくれた。地域の参加者約70名、地域のボランティア7名、パイオニアやリアライズのメンバーも含めると、総勢約100名が参加され、一昨年とは違い、予想以上に規模の大きいイベントとなった。
　今回の餅つき大会は、春開催だったので、桜餅やよもぎ餅といった季節感を出した餅作りの試みもした。お年寄りから子どもまで、大勢の参加者といっしょに餅をつくことができ、とても楽しいイベントになり、またパイオニアと地域の人との繋がりを作れたイベントにもなった。
・和歌山大学フィールドワーク
和歌山大学の教育学部の学生、約20名がフィールドワークとして生活介護パイオニアに見学に来られた。来られた学生の多くは、支援学校で教員をしている人、目指す人であった。
支援学校出身のメンバーからは支援学校での経験や教員との関わり、友達との関わりについての話がなされ、地域の学校と支援学校の両方を経験しているメンバーからは、両者の違いなどについての話がなされた。「支援学校で教員にしてもらいたくないこと」や「地域の学校と支援学校との違い」の話は、学生の感心のあるテーマであり、興味を持ち、話を聞いていた。参加者からは、必要なサポートを使い、自分の生活を行なっていくメンバーの姿が、支援学校で見る生徒の姿とは違い、すごく新鮮で、話を聞くことができ良かったという感想があった。
○外部団体主催地域イベントへの参加
・井戸端会議（主催：泉大津市市民活動支援センター）
井戸端会議は、泉大津市市民活動支援センターが中心となって、市内に住む人達や、市内で活動している団体が集まり、「まちづくり」をテーマに、各団体の情報交換することを目的とした会議である。会議の中では、各団体の活動紹介や、各団体が市民活動支援センターに関わるようになった経緯などを共有している。
井戸端会議と通して、福祉分野以外の活動をしている団体との繋がりができたこともあり、今後も継続して、会議に参加し、繋がりを深めていきたいと思う。
・おづぷらざフェスタ
（主催：泉大津市自治会連合会・おづぷらざフェスタ実行委員会・泉大津市）
　おずぷらざフェスタは、泉大津市市民活動センターが事務局となって、3月17日～23日の間、ステージ発表・パネル展示・体験ブースを通し、泉大津市内のさまざまなNPO法人、市民活動団体、自治会の活動を泉大津市民に知ってもらうことを目的としたイベントであった。
　フェスタ開催への準備段階では、泉大津市市民活動センターや市民団体の方々とともに、事前の会議や打ち合わせ、会場の下見なども含め、企画実施に向けていっしょに取り組んできた。
　当日のステージ発表では、絵本読み聞かせの団体や合唱団など、地域のさまざまな団体の発表があった。パイオニアは、パワーポイントや活動写真を交え、泉大津TRYの活動報告を行なった。
・ふれあい食事会（主催：泉大津市上条地区福祉委員会）
泉大津市上条福祉地区で実施された「ふれあい食事会」に参加した。地域の高齢者の方々とともに昼食を取り、あいさつや団らんを楽しんだ。イベントの企画としても、食事の他にも、泉大津市役所の職員による口腔衛生についての寸劇や、歌を歌ったりといった企画もあり、地域のさまざまな高齢者の方々と知り合う機会となった。
・ふれあいディスコン大会（主催：泉大津市条東地区福祉委員会）
泉大津市条東地区で実施された「ふれあいディスコン大会」に参加した。競技内容としても、車イス使用者でも無理なく参加できる内容であった。大会の中では、競技の勝ち負けで、参加者と一緒に盛り上がるなど、楽しく白熱した時間を共有することができた。
○その他参加した地域イベント
・「キャンドルナイト」への出店
内容：スーパーボールすくい　　
・南海福祉専門学校の学園祭での出店
内容：コイン落としゲーム　　
5 創作活動
当該年度は実施せず。
6  販売活動
当該年度は実施せず。
7 
情報発信活動
○ニュースレター 、Facebookでの情報発信
ニュースレター、Facebookを通して、生活介護パイオニアの活動を発信した。またFacebookの泉大津TRYページを作り、協力してくれた店舗情報や泉大津TRYの活動風景などを発信した。
8 　余暇活動
当該年度は実施せず。
■2015年度生活介護パイオニアの主な活動
	4月
	泉大津TRY開幕式（地域活動）
障大連総会参加（自立生活運動・権利擁護活動）

	5月
	「大阪市をなくすな！障害者連絡会」参加（自立生活運動・権利擁護活動）
桃山学院大学講演（地域活動）
泉大津TRY（地域活動）
アクセス関西ネットワーク総会参加（自立生活運動・権利擁護活動）
JIL総会・研修会（自立生活運動・権利擁護活動）

	6月
	泉大津TRY（地域活動）
ピアサロンスタート（エンパワメント活動・地域活動）
ILP学習会（エンパワメント活動）
「だんじり祭の車イス観光コース＆マップを作ろう」参加（地域活動・バリアフリー活動）

	7月
	泉大津TRY（地域活動）
関西医療大学講演（地域活動）
ピアサロン（エンパワメント活動・地域活動）
「地域移行した人集まれ～」参加（エンパワメント活動）

	8月
	泉大津TRY（地域活動）
キャンドルナイト参加（地域活動）
対府オールラウンド交渉参加（自立生活運動・権利擁護活動）

	9月
	多様性教育学習会（エンパワメント活動）
キャンドルナイト（地域活動）
ピアサロン（エンパワメント活動）
ムーブメント紀伊半島出発式参加（地域活動）
和歌山大学フィールドワーク（地域活動）
なんば鬼ごっこ参加（地域活動）
地域活動センター井戸端会議参加（地域活動）
自立支援部会参加（エンパワメント活動）

	10月
	夢宙センター見学者の対応（エンパワメント活動）
泉大津市上条福祉地区イベント「ふれあい食事会」参加（地域活動）
関西IL学習会参加（権利擁護活動）
ピアサロン（エンパワメント活動）
アクセス関西ネットワーク参加（自立生活運動・権利擁護活動）
ADA25ツアー報告会（エンパワメント活動）
新メンバー契約

	11月
	大阪市立大学講演（地域活動）
羽衣国際大学講演（地域活動）
ピアサロン(エンパワメント活動)
南海福祉専門学校学園祭へのブース出店（地域活動）
地域活動センター井戸端会議参加（地域活動）
もちつき大会準備スタート（地域活動）

	12月
	ピアサロン（エンパワメント活動）

	1月
	ピアサロン（エンパワメント活動）
第3回もちつき大会（地域活動）
新メンバー研修スタート（エンパワメント）

	2月
	条東地区ふれあいディスコン大会（地域活動）
ピアサロン（エンパワメント活動）
泉州フォーラム学習会（権利擁護活動）
DET紹介セミナー参加（権利擁護活動）

	3月
	ピアサロン（エンパワメント活動）
おずぷらざフェスタ（地域活動）
第3回餅つき大会（地域活動）


■2015年度生活介護利用実績
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５．NPO法人リアライズ法人本部【本部事業部門】
(1) 他団体との交流、共同推進事業
①　障害当事者団体及び障害者福祉関係機関との共同推進
あらゆる機会を通じて、全国、関西、大阪、泉州地域の障害者関係団体との協働を行っている。
＜参画・協働している団体＞
・DPI日本会議
・障害者の自立と完全参加を目指す大阪連絡会議
・全国自立生活センター協議会
・泉州障害者自立生活連絡会
・泉州フォーラム実行委員会
・泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会
・泉大津市相談支援・権利擁護ネットワーク
②　骨形成不全症者連絡会事務局の設置
代表が三井孝夫氏から辻田奈々子氏に変更となりました。
③　Children's Views & Voicesとの連携
現在、Children's Views &Voices（CVV）に所属している社会的養護経験者が登録の介助者として活動中である。
Ｂ　その他の事業
物品販売事業
当該年度は実施せず。

2016年度ＮＰＯ法人リアライズ事業計画書（案）
2016年4月1日～2017年3月31日
特定非営利活動法人リアライズ
Ⅰ．2016年度活動方針
2016年度は、リアライズが運動団体として泉州地域に根を下ろして9年度目を迎える。
昨年度末には、事業開始2年目から法人事務及び派遣部門の管理業務を担ってきたスタッフが退職し、法人事務を理事長及び若手スタッフ、派遣部門間業務も若手スタッフが担うこととなり、新たな体制を整備してのスタートとなる。
設立当初からこれまでの９年度の間は、目の前にあることを積み重ねることで精いっぱいであったが、今後の法人としての方向性、事業計画、スタッフ不足の解消、スタッフの役割の整理、事務所の拡大などを踏まえ、本年度は設立から現在までのリアライズの実績と、今後に向けた課題を整理し、これからの長期、短期の事業計画を検討する必要がある。
また、4月1日より、障害者差別解消法、大阪府における障害者差別の推進のための条例が施行されたこと、組織体系が大きくなってきたことで情報の共有がむつかしくなってきたことも踏まえ、リアライズが運動団体としての結束をはかることができるよう、現在の国や府、泉州地域の障害者自立生活運動における活動状況の情報共有、差別事例の共有などを行うための「運動報告会」を開催することとした。
また、各部門においては、2016年度の部門別方針をもとに展開していくのはもちろんのこと、全体としてのリアライズが目指す方向性を再度確認し、今後の展開を共有していく。
そして、現在の常勤スタッフ、介助リーダーといった常勤職員の区分の再構築の検討や、人員配置の検討、賃金既定の見直し、処遇加算のつけかたの見直しなど、人事や労務についての検討も行っていく必要がある。
　そして、次年度である2017年度は、リアライズを設立して10年度目を迎える。
そこで、「成果」、「感謝」、「つながり」をテーマに、「リアライズ10周年記念（仮）」イベントを2017年8月に開催する予定としており、本年度より、若手スタッフで組織する「リアライズ10周年実行委員会」を中心に準備をすすめているところである。
　リアライズ9年目となる、2016年度は、この8年間の総括と今後の計画を検討するにあたって、活動内容の充実、活動の拡大についての検討、そして継続性をもたらせることのできる財務の検討を図っていくこととする。
Ⅱ．システムアドボカシー活動方針
1. 大阪府障害者差別禁止条例の施行においての取り組み
DPI 日本会議、障大連等、ODF、泉州フォーラム等の団体の動向を注視しつつ、障害者差別解消法及び大阪府障害者差別解消条例が障害者の権利擁護のために有効なものとなるよう働きかけを行っていく。
2. 泉大津市における移動支援ガイドライン制限問題に向けた取り組みについて
利用目的の制限（ギャンブル）、対象者の制限などの積み残し課題への継続した取り組みを行っていくとともに、今後も泉大津市移動支援事業におけるあり方検討会との連携を図る。
3. 泉大津市における非定型申請拒否、支給決定上限問題
非定型の申請は受け付けられたものの、障害支援区分6の重度訪問介護対象者について364時間まで認められたに留まっているため、今後も自立生活の実現に向けて必要な時間数の獲得に向けて取り組んでいく。
4. 泉大津市での審査会の問題
区分認定や非定型の申請時に審査会における差別的発言や権利侵害がないよう、引き続き改善に向けて障大連、泉障連と連携しつつ、リアライズとしては審査会で話された内容についての情報収集を行っていく。
5. 泉大津市の入院時コミュニケ―ション支援事業の創設に向けて
現在、障害者総合支援法の施行後3年の見直し時期にあたり、重度訪問介護における入院時の利用の可否についての動向も注視ながら、引き続き地域の障害者団体との連携を図り、創設に向けて取り組んでいく。
6. 南海電鉄駅無人化問題
泉大津市、自治会連合会との関係性を活かし、泉大津市、自治会と連携し、松ノ浜駅の有人化に向けた取り組みを進めていく。
7. 和泉中央駅―桃山学院大学間の歩道橋エレベーター設置に向けて
和泉市、コンサルタント会社、障大連、泉障連で現地調査を行った結果、当初予定の設置場所とは違う新たな設置場所で進めていく方向で話がまとまっている。
2015年度に設計図の予算確保、2016年度で建設の予算確保、2017年度に着工という流れになる。進捗状況について定期的に市の担当者と確認して進めていく。
Ⅲ．事業の実施に関する事項　※予算については予算書を参照
Ａ．特定非営利活動に関わる事業
1. 自立生活センター・リアライズ【相談支援・エンパワメント事業部門】
◆相談支援・エンパワメント事業部門方針
相談支援事業部門では、計画相談を通じてこれまで自立生活センターの存在を知らなかった地域で家族と同居している障害者たちと出会う機会が増えた。その個別の出会いを通して、地域にある課題が実感を伴って浮き彫りになってきた。

「私たち抜きに私たちのことを決められる」このような障害者を取り巻く暮らしの状況が、障害者の主体性を奪い、制度やサービスを利用する主体ではなく、客体としての障害者の存在を作り上げていた。

障害者が主体性を取り戻し、「私たち抜きに私たちのことを決めない」ことが当たり前になる地域に変えるために、相談支援事業部門とエンパワメント事業部門が連携し、エンパワメント部門がILP(自立生活プログラム)の外出プログラムを企画し、家族や支援者主体ではない外出を経験する機会を提供した。

当日のILPには、生活介護事業部門の障害者メンバーや健常者スタッフにも協力を依頼し、参加者との交流を図った。

また、生活介護事業部門とエンパワメント事業部門では、月に一回（第二金曜日）当事者同士の交流する場としてピアサロンを定期的に開催している。
このような一連の取り組みを通じて、リアライズ全体で障害者の自立支援に関わる実践、相談を入り口にして、ILP、日中活動、介助利用などあらゆる面で本人への支援を共に考えていく体制の実現に向けて足掛かりとなる経験を得ることができた。

このように自立生活の実現のための活動を相談支援事業部門や生活介護事業部門と連携しながら展開し、手ごたえを得た一方で、エンパワメント事業部門を構成するメンバーと相談支援事業部門を構成するメンバーが重複していて、それぞれの部門会議に参加しなければならないといった問題もあった。２０１６年度からはメンバー構成が重複するエンパワメント事業部門と相談支援事業部門を統合し、新たに「相談支援・エンパワメント事業部門」として自立生活の実現のために一体となって活動することにする。引き続きパイオニアとも連携しながら、障害のあるなしに関わらず、誰もが当たり前に地域で自立した暮らしが営める社会の実現を目指す。
 (1) 泉大津市指定特定相談支援事業［※障害者自立支援法に基づく相談支援事業］
泉大津市指定特定相談支援事業を引き続き実施する。また、泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会に参画し、行政、関係機関、様々な社会資源との連携を図る。
 (2) 自立生活相談事業［※権利擁護事業］
①　自立生活相談事業
自立生活を達成するための相談、セルフプラン作成の支援を実施する。
②　ピアカウンセリング事業
個別のピアカウンセリングを必要に応じて実施し、障害者のエンパワメントを図る。また、地域に開かれた障害者が集い、交流を通じて相互にエンパワメントできる場として「ピアサロン」を開催する。
(3) 自立生活体験事業［※権利擁護事業］
①　自立生活プログラム事業
個別の自立生活プログラム（以下ILP）を必要に応じて、障害者のエンパワメントを図る。
また、2016年度も、「自立生活の実現に結びつけるための活動を最優先に取り組む」という方針に沿って、集団自立生活プログラムを実施する。
②　自立生活体験室事業
宿泊、日帰りでの自立生活の体験の場や、海外研修生などの宿舎として自立生活体験室の提供を行う。
(4) 権利擁護事業［※権利擁護事業］
①　人権セミナー事業
必要に応じて随時実施する。
(5) 人材育成事業 [※その他、この法人の目的を達成するために必要な事業]
新たな出会いを通じて、自立生活運動を行う上で必要な価値観、経験、実践を知ることで、自立生活センターのスタッフとして必要なスキルを得るための人材育成を積極的に行う。また、ダスキン障害者リーダー育成海外研修派遣事業をはじめとする、人材育成への協力も行う。
２．自立生活センター・リアライズ【介助派遣事業部門】
◆2016年度介助派遣事業部門方針
現在、男性の介助者不足が課題となっている。介助リーダー１名の退職により、現在取得している特定事業所加算Ⅰの要件である常勤職員率を満たすことができない可能性がある。来年度、特定事業所加算Ⅰを取得していく為に、常勤介助者の一般募集と並行し、学生の介助者募集を継続して行っていく。
また、登録介助者が継続して介助を続けることが難しくなっていることが課題として挙げられて為、介助者の定着に繋がる取り組みとして、今年度から新人研修会と題して介助を始めて間もない介助者を対象に研修会を実施することになった。当事者会とも連携し、交流会を実施する予定である。
その他にも、相談や自立体験室での宿泊体験などを利用しながら、自立生活に向けて準備を進めている当事者に対して、各部門と連携し、継続して取り組みを行っていく。
コーディネーター業務の整理については、今後男女共にコーディネーターが交代する可能性を視野に入れ、円滑に役割の交代が出来るよう目指していく。
今年度は、介助派遣部門の構成メンバーが変わる為、新体制で取りくんでいく。
(1) 居宅介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく居宅介護事業を実施する。
(2) 重度訪問介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく重度訪問介護事業を実施する。
また、特定事業所加算Ⅰを維持できるよう体制を整備する。
(3) 移動支援事業［※障害者自立支援法に基づく地域生活支援事業］
各市地域生活支援事業に基づく、移動支援事業を実施する。
(4) 介助者研修事業［※自立生活介助者育成事業］
障害者の自立生活についての理解を深めるとともに、当事者の主体性を尊重することのできる介助者の育成を実施する。
また、介助者が問題を一人で抱え込んだり、孤立したりしないよう、今年度も引き続きコーディネーターによる個別の聴き取り(面談)を行う。この取組みはリアライズの介助者の定着率を高める大きな要因となっている。
(5) 制度外介助派遣事業［※自立生活支援事業］
自立生活の継続、又は目指す障害者であって福祉サービスの対象とならない介助派遣を希望する場合において、有償、又はボランティアでの介助派遣を行うことにより、生活の質の向上、及び社会参加の促進を図ることを目的とする。
(6) 重度訪問介護従業者養成研修事業［※居宅介護等従業者及び介護員養成研修事業］
今年度は重度訪問介護従業者養成研修を下半期に１回程度開催する予定である。
３．生活介護パイオニア【生活介護事業部門】
◆2016年度生活介護事業部門方針
　2016年度は、昨年度に引き続き「地域とつながること」を中心として活動を展開していきたい。これまでの地域活動を通して、地域とのつながりができつつあるので、一層つながりを強くしていけるように図っていきたい。また、近隣地域との関わりを作れるよう、地域イベントや大学、専門学校の学園祭などへのブース出店を今まで以上に積極的に取り組んでいきたい。
　また、仲間作りにおいては、ピアサロンや支援学校へのパイオニアイベントの周知を通し、地域の当事者への呼びかけに力を入れていきたい。
　活動の進め方においては、メンバー、支援員それぞれが、役割分担をして取り組む形を継続する。しかし、失敗を恐れるあまり、役割の責任を各自が担いにくくなってしまう状況もあるので、「失敗歓迎」「失敗しても、その人だけのせいにしない」をテーマに、だれもが中心的に活動に取り組んでいけるような形を目指していきたい。
　また、メンバー代表による各メンバーへの聴き取りの中では、メンバーと活動や日常生活の話をすることを通し、互いの関係を築いていきたい。そして、メンバー代表自身の想いを伝え、パイオニアの理念や活動内容を共有し、それぞれが活躍できる場について一緒に考えていく機会を作っていきたい。
 (1) 生活介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく生活介護事業を実施する。
また、実施にあたり、生活介護計画の作成、身体等の介護、相談、健康管理、送迎サービス等、生活介護事業に必要なサービスを行う。
生活介護パイオニアは、「地域を変えることを目的として、障害者が中心となり活動する場」である。また、自立生活を送っている、もしくは、目指している障害者、積極的に活動に取り組んでいく障害者によって構成されており、具体的な活動内容は以下①～⑧の通りとする。
1   障害者自立生活運動
障害者の生活を自分たちで獲得していくために、オールラウンド交渉や総決起集会等の権利擁護活動への参加を行う。また、共に活動し社会を変えていく仲間を増やすために、自立生活の実現に協力してくれる人材の募集活動等を行う。
2   バリアフリー活動
公共交通機関や街のバリアフリーチェック等の活動を行う。
3 　エンパワメント活動
ピアサロンの取り組みや、他団体との交流、様々な研修会への参加を通して、相互のエンパワメントと仲間作りを図る。
　
4 　地域活動
地域のイベントや企画に参加することを通じて地域との交流を行う。さらには、学校等での講演活動や交流を通して、生活介護パイオニアの活動や障害者の自立生活について、生徒や地域住民に知ってもらう機会を作る。
5 　創作活動
当該年度は休止する。
6 　販売活動
当該年度は休止する。
7 　情報発信活動
生活介護パイオニアの活動をFacebookや機関誌「リアルライフＮＥＷＳ」を通し、情報発信を行う。
8 　余暇活動
当該年度は休止する。
４．NPO法人リアライズ法人本部【本部事業部門】
(1) 他団体との交流、共同推進事業
1 　障害当事者団体及び障害者福祉関係機関との共同推進
泉州地域をはじめ、府内、全国の障害者団体や福祉事業者とのネットワークを構築し、障害者の権利擁護のための共同推進を図る。
2 　骨形成不全症者連絡会事務局の設置
骨形成不全症者同士のネットワークを形成し、情報共有、相談支援、会議場の提供、交流を行う。
3 　Children's Views & Voicesとの連携
児童養護施設経験者を中心とした当事者グループ、「Children's Views & Voices（略称ＣＶＶ）」との連携を図り、交流をすすめる。又、その関わりを通じて、介助者として働く機会を提供し、児童養護施設経験者への就労支援活動も行う。また、泉州地域での活動の際はサロンスペースを提供する。
(2) 情報提供発信事業［※情報提供発信事業］
活動の報告と自立生活に関する情報発信を、インターネット及び紙面を活用して実施する。ホームページ、ブログ、Facebookなどのインターネット媒体での発信を行う。また、  機関紙「リアルライフＮＥＷＳ」は、年1回の発行とする。
　Ｂ　その他の事業
1. 物品販売事業
バザー、チャリティ等に参加し、物品を販売する。又、活動の成果等に関する書籍等を出版等し、販売する。当該年度は実施しない。
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